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2021年も手洗い、マスク、三密を避けるという日々が当たり前になるのでしょうか。昨年延期

された東京オリンピック、パラリンピックが開催される予定です。コロナ禍が早く収束し、開催

できることを祈るばかりです。 

大学は今年 101年目を迎え、未来に向けた新しいステージへ歩みだします。同窓生の皆さまの

2021年が明るく希望に満ちた一年になりますようにお祈りいたします。 

 

ご挨拶  会長 比護 和子 

 嘉祥陽春 

  昨年は思いがけない状況により、世の中の日常が一変した年でした。 

  光葉同窓会から新入生に入学祝として贈るオリジナルクリアファイルは、4 月お渡しできず

7 月にお配りいたしました。全国支部長会と幹事会は中止、11 月に奨学金授与と総会を実施、

秋桜祭はオンライン動画で参加しました。11 月 9 日昭和女子大学創立 100 周年記念式典が行

われ、大学から光葉同窓会は特別功労章をいただきました。皆さまのお力添えの賜物と感謝し

ております。    コロナ禍の終息を心から願い、一歩一歩進んでまいりたいと存じます。 

メールマガジンでは、同窓生の活躍や大学の情報などをお届けできるよう担当者一同、力を

合わせて努力してまいります。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

■学園だより 

◆大学入試共通テスト   1月 16日（土）・17日（日） 

 Ａ日程         1月 24日（日） 

◆教員採用試験、最終合格率 91.1％を達成 

昭和女子大学人間社会学部初等教育学科児童教育コースの在学生 45人が教員採用試験に 

挑戦し、41人が合格しました。東京都の教員採用試験では、受験した 26 人中 25 人が合格し、 

5年連続で合格率 90％以上を達成しました。茨城県、埼玉県、さいたま市、神奈川県、横浜市、

相模原市の教員採用試験では、受験した全学生・卒業生が合格しました。 

                              （昭和女子大学 HPより） 

◆AERA 2020 年 12月 21 日号特別企画「今こそ行きたい女子大学受験のススメ」 

  スペシャル座談会に、坂東眞理子 理事長・総長が参加しました。 

この内容は、AERA.dotで→ https://dot.asahi.com/ad/20121401/ 

 

■同窓会だより 

◆同窓生紹介「ノーベル平和賞に輝く国連世界食糧計画で働く本田容子さん」 

  世界の飢餓と貧困と闘う国連世界食糧計画(WFP)に 2020 年ノーベル平和賞が贈られました。

エジプト・カイロの WFP北アフリカ中東地域事務局の情報管理部ユニット長を務める本田容子

さんは 1998年英米文学科の卒業生です。インタビュー記事が大学 HPでご覧いただけます。 

 ウエィブサイト記事はこちら→ https://univ.swu.ac.jp/topics/2020/12/08/40627/ 

https://dot.asahi.com/ad/20121401/
https://univ.swu.ac.jp/topics/2020/12/08/40627/


広げよう光の葉 

會田 友紀 さん         2015年 生活機構研究科 人間教育学専攻卒  

              

私は、大学卒業後から現在まで花咲徳栄高校で２０年以上勤務しております。 

私が所属している食育実践科は調理師養成施設校であり、卒業と同時に調理師免許が

取得できる学科です。調理の技術や知識を教えるだけではなく、自主性やコミュニケ

ーション能力、礼儀など「食」を通した人間形成を育むことを目指しています。 

長い教員生活の中で、生徒との向き合い方や保護者の対応など多くの壁にぶつかっ

た頃、自分に足りない部分を学びたいと思い、昭和女子大学の大学院で押谷由夫先生

の道徳教育を学ぶことを決意しました。初めて押谷先生の研究室を訪れた際のことは

今でも鮮明に覚えています。私の話を本当に良く聞いてくださいました。そして、問

題解決の道筋を一緒に考え導いてくださいました。また、カウンセリング論では有村

久春先生にも大変お世話になりました。大学院を卒業してから現在まで、このお二人

から学ばせていただいたことが私の財産となり、教師として一歩ずつ前に進めている

ことに感謝しています。 

 修士論文では「道徳教育を中核とした食育」をテーマに研究をしてきました。現在

の現場においても、ライフステージに応じた間断なき食育の推進の重要性を感じてい

ます。今後も日々高校生と向き合いながら、「食育」を推進していきます。コロナ禍の

ステイホーム期間に、家族との食事や会話が増えた生徒、家族のために食事の準備を

する生徒、食と心、食と健康の関係の大切さに改めて気がついた生徒など様々です。

このコロナ禍をマイナスにばかり考えず、プラスに変えられる機会と捉えることも大

切だと思います。 

コロナ禍の終息が未だ見通せない状況の中、医療従事者やそれに伴う関係者の方々

には頭が下がる思いでいっぱいです。今回このような原稿のお話をいただき、昭和女

子大学大学院で学ばせていただいた経験が、現在の私の活力となっていることをこの

場を借りてお伝えできればと思いお引き受けさせていただきました。本当にありがと

うございました。 

埼玉県 私立花咲徳栄高等学校 食育実践科 

【end】 

  


